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報 道 機 関  各位 

 

オンライン出生届のサービスの開始について 
 

 市では、スマートフォンやパソコンでマイナポータルを利用して出生届をオ

ンライン提出できるサービスを下記の通り開始します。サービスを開始するこ

とで、保護者の出産直後の外出を減らし、子育て世帯の負担を軽減することによ

り、さらに出産や子育てがしやすい環境を整えます。そのための事業費を令和８

年度当初予算に計上しますので、お知らせします。 

 

記 
 

１．内容  

マイナンバーカードの専用サイト「マイナポータル」内で必要事項を記入し 

出生証明書の画像を添付し提出します。同時に、出生届入力画面内で新生児 

のマイナンバーカードの申請も可能となります。なお、窓口での受付もこれ 

までと同様に実施します。 

 

２．オンライン出生届ができる方 

・届出人が新生児の父母のいずれかであること 

・新生児の父母の双方が日本国籍を有していること 

・新生児の父または母の本籍地が恵那市であること 他 

 

３．オンライン提出に必要なもの 

 ・医師または助産師が作成した出生証明書 

 ・マイナンバーカード（署名用電子証明書及び利用者証明用電子証明書が有

効なもの） 

 ・マイナンバーカードの読み取りができるスマートフォンまたはパソコンと

ＩＣカードリーダー 

 

 

所 管 市民サービス部市民課 

担 当 西尾  問い合わせ 0573-26-6812



資料 5 

  

   恵那市役所報道発表資料   令和８年２月 20 日 
市公式キャラクター 

『エーナ』 

 

４．提出期間と方法 

 窓口と同様に、出生日を含めて 14 日以内にマイナポータルから電子申請で 

提出します。 

 

５．周知方法 

母子手帳交付時に配布、市立恵那病院にチラシ設置、広報えな、市ウェブサイ 

トで告知 

 

６．開始時期  令和８年６月１日 

 

７．予算措置（当初予算） 

 歳入 220 千円（一般財源） 

 歳出 220 千円（戸籍住民基本台帳事務一般経費） 

 

８．その他 

オンライン出生届を提出した後は、住所地市区町村窓口、職場などで各種手続 

き（児童手当申請・福祉医療費助成申請・出産子育て応援給付金申請・健康保 

険加入手続など）をする必要があります。 

令和７年 10月１日現在、全国では 25の市区町村がオンライン出生届に対応。 

東海３県では三重県多気郡明和町と愛知県一宮市が対応。岐阜県では対応し 

ている市町村はなく、恵那市が初となります。 

 

９．オンライン出生届イメージ図 

 


